
 
　１．はじめに

　損害保険会社は、自動車保険金の支払いに際し、

個々の事故状況、被害状況等を調査し支払うべき保

険金の額を決定しており、その結果蓄積された交通

事故データ（以下、「損保データ」と略記）は、被

害者の受傷程度が把握できるという特徴があるため、

交通事故の分析における被害者の受傷状況について

のマクロ分析を可能にしている。したがって、この

損保データを有効に活用すれば、交通事故における

被害者の受傷の軽減、防止に向けた取組みになんら

かの貢献ができるものと思われる。

　では、損保データに基づき被害者の受傷状況を分

析する場合、特にその傾向を大きく特徴づける要因

は何であろうか。

　交通事故に際し被害者の受傷状況に大きな影響を

与える要因としては、衝突速度、衝突角度、シート

ベルト着用やエアバッグの展開等、さまざまな事故

条件が考えられるが、特に被害者の身体に関する要

因として考えた場合、被害者個々の年齢差がまず挙

げられよう。特に子どもは、その行動および身体機
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能の特性により、成人とは異なった様態を示すであ

ろうことから、交通事故の受傷の分析に際しては成

人とは明確に区分する必要がある。また、この年齢

層は、自らが交通事故の直接の加害者になることは

なく、専ら被害者となっている点でも特徴的である。

一方、年齢に関し子どもの対極に位置する高齢者も、

その行動および身体機能の特性から、他の年齢層と

異なる特別の視点が必要である。さらに、注意すべ

きは、近年の高齢者交通事故死者数の大幅な増加で

あり、これは、近年の我が国における急速な社会の

高齢化により、高齢者総数そのものが大幅に増加し

ていることや就業や社会参加といった高齢者の屋外

での活動の機会が増えていること等に起因している

ものと思われる。

　こうした理由から、日本損害保険協会では、『交

通事故被害者の受傷状況についての分析－そのⅡ－

自動車保険データに見る交通事故の実態～サンプル

データによるテーマ分析～』において、損保データ

をもとに子どもおよび高齢者の受傷状況に関しての

マクロ分析を行った。具体的には、交通事故被害者

の受傷部位数や構成割合について、他の年齢層との

比較検討を通じ、事故類型別、被害者状態別、加害

者車種別、死亡・後遺障害・傷害別等の区分で分類、

グラフ化し、それぞれの特徴、傾向を分析している。

　なお、本稿は、上記報告書における子どもと高齢

者の受傷状況のうち、特に注目すべきデータについ

て抜粋し解説したものである。

　２．損保データの概要

　損保データは保険金支払いのために収集された各

種データにより、警察のデータに基づく交通統計と

異なり、交通事故損傷に関して、その治療期間、受

傷部位、症状といった被害者の受傷の程度が把握で

きる。

　ただし、本研究において使用している損保データ

は、自動車損害賠償責任保険（以下、「自賠責保

険」）および任意対人賠償保険の支払いデータを加

工したものであり、この保険は人身事故において被

保険者に法律上の損害賠償責任が発生した場合に支

払われる保険であるため、損保データに基づく分析

に当たっては以下の制限がある点を理解する必要が

ある。

�損害保険会社と保険契約が結ばれている車両の事

故のみが対象となる。したがって、無保険車両、

共済契約車両等による事故は対象外となる。

�第三者に対する賠償義務に基づくため、賠償義務

者のいる事故の「被害者」のみが対象となる。し

たがって、車両単独事故（自損事故）の運転者分

や、車両相互事故であっても一方の側に全面的な

過失がある場合の、その車両の運転者分は、賠償

義務者がいないことになり対象外となる。

�賠償保険の支払いであることから、損保データに

おける「加害者」および「被害者」は、交通統計

における「第一当事者」「第二当事者」等とは概

念が異なる。

　　すなわち、損保データにおける「加害者」とは、

事故を起こした自車両（保険契約車両）の運転者

を指し、賠償義務が生じた場合、つまり、保険契

約車両の運転者に少しでも過失があれば過失の程

度を問わず全て「加害者」となる。したがって、

交通統計における「第一当事者」とは必ずしも一

致した概念ではない。

　　また、「被害者」とは、保険契約車両の関係し

た事故により死傷し、かつ契約車両の運転者に賠

償義務が生じた相手を指し、その過失程度を問わ

ない。同様に、交通統計における「第二当事者」

等とは必ずしも一致しない。

　前述のとおり、本研究は、１９９６年４月から１９９７年

３月までの１年間に日本国内において支払われた損

害保険会社各社の自賠責保険および任意対人賠償保

険の１，０６８，７９５件の支払いデータに基づいている。

　ただし、本研究における損保データは使用できる

件数に制限があったため、一定の基準に従い抽出し

た特定数の分析対象データを総件数にあわせ補正を

行い、分析した。具体的には、まず年齢１歳刻み別

の被害者について各年齢ごとに損保データ２，０００件

の無作為抽出を行い、データが２，０００件に満たない

年齢層ではその年齢層の全データを抽出対象とし、

収集された総数１７１，３９７件のデータを、１年間の被

害者総数１，０６８，７９５人の年齢分布のデータに準拠し

て補正を行った。その結果、全被害者の延べ受傷部

位数は推計で２，４０２，４８２件となった。

　なお、本研究においては、「子ども」とは年齢が

１２歳以下の層を、また「高齢者」とは年齢が６５歳以

上の層を指すものとする。

　３．子どもの交通事故損傷

　３－１　子どもの受傷の特徴

　子どもは交通事故におけるその受傷に際し、成人

と比較しどのような相違や特徴が見られるのであろ
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うか。この章においては、上

記の観点に立ち、本研究にお

いて確認された傾向の中から

特に注目すべき点につき以下

に列挙する。

　①子どもの被害者数を死亡

・後遺障害・傷害の三態様に

区分して見てみると、その構

成割合は、死亡は０．５％、後

遺障害は２．４％、傷害は９７．１

％となっている。一方その他

の年齢層では死亡は１．０％、

後遺障害は３．５％、傷害は９５．５

％となっており、子どもは他

の年齢層に比較して、死亡や

後遺障害に至る割合がやや少

ないことがわかる（Table 1）。

　②子どもの受傷部位数（延

べ数）を見ると、全受傷部位

数に占める各受傷部位の構成

割合は、頭顔部が３３．１％で最

も高く、次いで下肢が２４．１％

となっており、その他の年齢

層よりも頭顔部と下肢の受傷

が大幅に多くなっている。一

方、子ども以外の年齢層では、

頸部の構成割合が２９．８％と最

も多く、また子どもとの差で

も最も大きくなっている。差

が大きいのは次いで腰背部と

なっており、子どもとは明ら

かに異なった傾向を示してい

る（Fig.1）。

　③受傷部位数を死亡・後遺

障害・傷害別に見ると、その

構成割合に関しては、子ども

の被害者は死亡・後遺障害・

傷害全てについて頭顔部が最

大であり（死亡４１．０％、後遺

障害４０．３％、傷害３２．９％）、

その他の年齢層に比較し、全

般に頭顔部・下肢・全身の構

成割合が高くなっている。一

方、子ども以外の年齢層では、

その構成割合は死亡では頭顔
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（人）Table 1　死亡・後遺障害・傷害別の被害者数とその構成割合

合　　計傷　　害後遺障害死　　亡
　　７４，６０５（１００．０％）　　７２，４５０（９７．１％）　１，７６１（２．４％）　３９４（０．５％）子 ど も
　９９４，１９０（１００．０％）　９４９，６３１（９５．５％）３５，１０４（３．５％）９，４５５（１．０％）子ども以外
１，０６８，７９５（１００．０％）１，０２２，０８１（９５．６％）３６，８６５（３．４％）９，８４９（０．９％）合 計

出典）参考文献１）。

Table 2　受傷部位・症状別の構成割合ランキング（上位２０位）

子ども以外子ども

受　傷
部位数

構成
割合
（％）

部位・症状受　傷
部位数

構成
割合
（％）

部位・症状

６６０，２６９２９．５頸部／打撲・挫傷・捻挫３９，３６３２４．５頭顔部／打撲・挫傷
２６８，９５４１２．０腰背部／打撲・挫傷・捻挫２４，３２７１５．２下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼
２６４，９４６１１．８下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼１７，５６８１０．９頸部／打撲・挫傷・捻挫
２５２，１５２１１．２上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼１４，０４９８．７上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼
２３０，９４３１０．３頭顔部／打撲・挫傷８，５８３５．３頭顔部／創
９５，０１５４．２胸部／打撲・挫傷・捻挫７，２８７４．５下肢／創・神経損傷
６０，８６６２．７下肢／創・神経損傷６，９４４４．３腰背部／打撲・挫傷・捻挫
５５，６９４２．５頭顔部／創６，２９０３．９腹部／打撲・挫傷
５２，２４４２．３下肢／皮下骨折５，９４７３．７下肢／皮下骨折
４９，２１７２．２腹部／打撲・挫傷５，７８７３．６胸部／打撲・挫傷・捻挫
４６，３９４２．１上肢／皮下骨折４，５８２２．９全身／打撲・創
４６，２７２２．１上肢／創・神経損傷４，２５１２．６上肢／皮下骨折
３７，３７９１．７胸部／肋骨骨折４，０２９２．５上肢／創・神経損傷
２６，５５７１．２全身／打撲・創　３，１４７２．０頭顔部／顔面骨骨折
２１，２２３０．９頭顔部／顔面骨骨折１，９１０１．２頭顔部／頭蓋骨骨折
１１，５０３０．５腹部／骨盤骨折１，１１００．７下肢／開放骨折
９，６３６０．４腰背部／腰椎骨折５３３０．３腰背部／創
８，６６６０．４下肢／開放骨折４５８０．３腹部／骨盤骨折
６，９５９０．３頭顔部／頭蓋骨骨折３５３０．２胸部／肋骨骨折
８，３５６０．４その他２，３２３１．４その他

出典）参考文献１）。
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Fig.1　子どもの受傷部位



部（３２．３％）、後遺障害では下肢（２４．１％）、傷害

では頸部（３０．８％）が最大となっており、子どもと

は明らかに異なっている（Fig.2）。

　④次に受傷部位とその症状の組合せの頻度を見る。

子どもは頭顔部／打撲・挫傷の組合せが最も多く、

全組合せ数の２４．５％を占めており、次いで下肢／打

撲・挫傷・捻挫・脱臼の組合せが１５．２％となってい

る。その他の年齢層では、頸部／打撲・挫傷・捻挫

の組合せが２９．５％と最も多く、次いで腰背部／打

撲・挫傷・捻挫の組合せが１２．０％となっているが、

これらは子どもではかなり低い数値（頸部１０．９％、

腰背部４．３％）となっている（Table 2）。

　⑤身体のどの部分に強い衝撃を受けているのかを

調べるために、骨折の状況（受傷部位と症状の組合

せ）を取り出し、骨折全体に占める構成割合を見る

ことにする。子どもでは、特に上下肢の皮下骨折の

他に頭顔部の頭蓋骨骨折や顔面骨骨折の割合が高い

ことがわかる。それに対しその他の年齢層では、上

下肢の皮下骨折が子どもと同様に割合が高い他、特

に胸部／肋骨骨折の割合が高く、また、腰背部／腰

椎骨折などの脊椎の骨折や腹部／骨盤骨折の割合が

高い等の特徴が確認できる（Table 3）。

　⑥被害者１人当たりの平均受傷部位数は、子ども

が１．７箇所であるのに対し、その他の年齢層は２．１箇

所となっている。子どもは損傷箇所が比較的少なく、

特に「車両相互事故」や「車両単独事故」といった

事故類型の場合にこの傾向が強くなっている

（Fig.3）。

　３－２　子どもの受傷状況に関する検討

　上記より、被害者が子どもの場合、死亡・後遺障

害に至るケースは他の年齢層に比較し少なく、重大

な損傷を受けにくく、また、損傷箇所そのものもや

や少ない、などの特徴が確認できる。これは、子ど

もは体重が軽く、身体が柔軟性に富み、損傷回復力

が大きいなどの身体的な特徴による部分が大きいも

のと推察される。また、受傷部位別では他の年齢層
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Table 3　骨折の状況
（％）
総計傷害後遺障害死亡受傷部位・症状
１０．９１０．２１４．６４２．５頭顔部／頭蓋骨骨折

子　

ど　

も

１８．０１８．３１６．８１．６　　　／顔面骨骨折
０．７０．４１．６１３．６頸部／頸椎骨折・脱臼
０．１０．１０．３１．０腰背部／胸椎骨折
０．４０．４０．３１．０　　　／腰椎骨折
２．０２．０２．２３．７胸部／肋骨骨折
０．１０．１０．３０．０　　／胸骨骨折
２．６２．４３．４１０．９腹部／骨盤骨折
２４．３２５．２１５．１７．３上肢／皮下骨折
０．４０．３１．６０．０　　／開放骨折
３４．０３４．８２５．７１８．３下肢／皮下骨折
６．４５．８１８．１０．０　　／開放骨折
３．３２．４３．４２０．８頭顔部／頭蓋骨骨折

子
ど
も
以
外

１０．１１０．１１２．５１．９　　　／顔面骨骨折
３．３２．９４．３６．９頸部／頸椎骨折・脱臼
１．６１．５２．１１．６腰背部／胸椎骨折
４．６４．６５．６０．９　　　／腰椎骨折　
１７．９１９．７８．８１７．０胸部／肋骨骨折
１．４１．５０．８０．８　　／胸骨骨折
５．５４．９５．８１５．４腹部／骨盤骨折
２２．２２３．３１９．４１０．５上肢／皮下骨折
１．００．８２．００．９　　／開放骨折
２５．０２４．８２７．８１８．３下肢／皮下骨折
４．１３．４７．５５．１　　／開放骨折

注）子どもの場合の構成割合が、それ以外と比べて２ポイント以上
高い部分に網かけを行った。

出典）参考文献１）。

死亡� 後遺障害� 傷害� 総計�

死亡� 後遺障害� 傷害� 総計�

構
成
割
合
（
％
）

�

構
成
割
合
（
％
）

�

0

20

40

60

80

100

0

20

40

60

80

100

32.3
23.9

13.5 14.1

29.8

12.7

6.1
2.8

15.5

17.2

0.5

33.1

11.1

4.0
4.4

4.7

13.9

24.1

2.9
1.9

1.2

30.8

13.0

5.9
2.6

15.5

17.0
1.1
0.5

32.9

11.3
4.8
3.9
4.3

14.0

24.1

2.8
1.9

11.3

8.2

7.0
5.5

16.9

24.1

0.8

40.3

3.0
2.4
4.2
5.7
11.9

28.7

0.3
3.6

2.2

4.6
2.0

16.7

12.4

7.3

12.3

5.6
6.8

41.0

1.0
12.3

11.0
3.6

10.2

9.3

6.8

4.9

□ 頭顔部　□ 頸部　　 腰背部�

□ 胸部　　 腹部　　 上肢　□ 下肢　□ 全身　　 その他・不明�

〈子ども〉�

〈子ども以外〉�

注）死亡、後遺障害の数値は、死亡者、後遺障害者の受傷部位の全
てをカウントしたものであり、死因や後遺障害の原因以外の部
位も含まれている。
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Fig.2　死亡・後遺障害・傷害別にみた受傷部位



と比較し、頭顔部、下肢の場合が多く、逆に頸部や

腰背部は少ない等の特徴が見られる。

　この受傷特性に関し、「事故類型」の点から検討

した結果を以下に示す。

　なお、損保データにおける「人対車両」の事故類

型には「自転車対車両」も含まれるため、本研究に

おいて歩行者と自転車に分けた分析はできない点に

注意していただきたい。

　①事故類型ごとに受傷部位数の構成割合を見てみ

ると、全体的な傾向として、子どもは歩行時（事故

類型「人対車両」）は下肢（３０．８％）、次いで頭顔部

（３０．５％）の受傷が多く、車両乗車時（事故類型「追

突」を除く「車両相互事故」）は頭顔部の受傷（３５．７

～４５．８％）が最大となっている。その他の年齢層は

「人対車両」では下肢（２６．８％）および上肢（２０．１％）

が多くなっているが、「車両相互事故」では「接触」

を除き頸部（２２．７～５６．１％）がいずれの事故類型で

も最大である。

　子どもは、他の年齢層と比較し全事故類型で頭顔

部の構成割合が高くなっており、頭顔部の受傷が多

いという特徴を際立たせている。また、車両乗車中

に関して言えば、子どもは頭顔部を受傷しやすいの

に対し、他の年齢層は車両乗車中、特に追突に際し

ては頸部を受傷しやすい傾向にあることがわかる

（Fig.4）。

　次に、その反対の視点から、つまり受傷部位ごと

の事故類型の構成割合を見てみることにする。子ど

もは車両乗車の機会そのものが成人に比し少ないこ

とから、歩行時の受傷事故である「人対車両」が全

体的に多くなっており、具体的には、頸部とその他

を除けば「人対車両」がいずれの受傷部位でもその

受傷数の過半数（５３．８～８５．９％）を占め、その結果、

合計でも事故類型の多くが「人対車両（６７．１％）」

となっている。それに対し、他の年齢層では、頸部

（５２．６％）や腰背部（３９．５％）、その他（３１．８％）の

受傷は「追突」が最も多く、また胸部は「出合頭衝

突」が２６．９％と最も多く引き起こしている点を除け

ば、「人対車両」が最も多いものの、割合的には全

体に分散している（Fig.5）。

　②子どもの受傷における特徴の一つである頭顔部

の受傷を取り出してみると、子どもは「人対車両」

の事故類型が頭顔部受傷数全体の６１．８％と６割以上

を占めている。一方、他の年齢層では、頭顔部受傷

数における「人対車両」は、最も多くはあるものの

それでも２７．８％と３割にも満たない。これは、両者

ともそれぞれの合計に近い傾向を示しており、頭顔

部の受傷に関しては、事故類型による目立った特徴

は見受けられない（Fig.5）。

　また、事故類型ごとの頭顔部の構成割合を比較し

た場合、子どもは特に「車両相互事故」の各形態を

始めとして、全ての事故類型において他の年齢層と

比較しその割合が高くなっており、子どもの頭顔部

の受傷に関しては、特定の事故類型に偏った傾向が

あるわけではないことがわかる（Fig.4）。

　③下肢の受傷に関しては、子どもにおいて下肢へ

の受傷が最も多い事故類型は「人対車両」であり、

８５．９％と下肢受傷全体の９割

近くを占めている。これは他

の年齢層では下肢の受傷にお

ける「人対車両」の割合が３３．６

％と総数の３割程度であるこ

とと比較し、著しい特徴とな

っている（Fig.5）。

　事故類型ごとに見ても、子

どもにおいて下肢の構成割合

が最大の事故類型も同様に

「人対車両」で、３０．８％となっ

ている。なお、「人対車両」

で下肢の割合が最も高い点は

他の年齢層でも同じ傾向にあ

るが、車両乗車中（「車両相

互事故」）に関しては、むし

ろ他の年齢層（５．２～２３．７％）
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Fig.3　被害者１人当たり平均受傷部位数
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の方が子ども（４．９～１６．８％）より下肢の割合が高

くなっている点に注意を要する（Fig.4）。

　④子どもはいずれの受傷部位においても、他の年

齢層と比較し「人対車両」が突出して多いことから、

「人対車両」の受傷を抽出し、その受傷部位と症状の

組合せの特徴を見ることにする。

　子どもは「人対車両」においては、頭顔部／打撲

・挫傷が最も多く全体の２１．０％を占めており、次い

で下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼の１８．６％、上肢／

打撲・挫傷・捻挫・脱臼の１０．１％と続いている。
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出典）参考文献１）。
Fig.4　事故類型別にみた受傷部位
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　一方、他の年齢層では下肢／打撲・挫傷・捻挫・

脱臼の１７．９％が最も多く、次いで上肢／打撲・挫

傷・捻挫・脱臼の１３．８％が位置し、頭顔部／打撲・

挫傷は１２．４％と三番目になっている。つまり、子ど

もと比較して頭顔部／打撲・挫傷の位置が入れ替わ

る形になっており、子どもと他の年齢層の受傷部位

の違いを裏付けている（Table 4）。

　３－３　まとめ
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出典）参考文献１）。
Fig.5　受傷部位別にみた事故類型
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　３－１および３－２に見ら

れる子どもの受傷状況の実態

から言えることは、子どもは

いかなる事故形態でも頭顔部

を受傷する可能性が高いこと、

および歩行中の事故（「人対

車両」の交通事故）では頭顔

部と同様に下肢も受傷しやす

い、ということである。した

がって、子どもに対する各種

安全対策の立案およびその実

行に際しては、まず第一に、

頭顔部の受傷に対する対策を

検討するべきであり、その際

にはあらゆる事故形態を想定

する必要があると言えよう。

また、下肢に関しては特に歩

行中の事故において安全対策

の強化を検討するべきであろ

う。

　４．高齢者の交通事故損傷

　４－１　高齢者の受傷の特

徴

　次に、もう一つの特徴的な

年齢グループである高齢者層

に関して、その特徴について

同様の分析を試みる。

　①高齢者を死亡・後遺障害

・傷害の三態様に区分してそ

の被害者数の構成割合を見て

みると、死亡は４．５％、後遺

障害は７．３％、傷害は８８．２％

となっている。一方その他の

年齢層では、死亡は０．６％、

後遺障害は３．１％、傷害は

９６．３％となっている。以上の

ことから、高齢者は他の年齢

層に比較し、死亡・後遺障害

に至る割合がかなり高くなっ

ていることがわかる（Table 5）。

　②受傷部位数（延べ数）に

関しては、高齢者の全受傷部

位数に占める構成割合が最も

高いのは下肢の２０．２％、次い

Ｊａｎ.，２０００ＩＡＴＳＳ　Ｒｅｖｉｅｗ　Ｖｏｌ．２５，Ｎｏ．２ （　）１３

損害保険データに基づく子どもと高齢者の交通事故損傷に関するマクロ分析 ９７

Table 4　人対車両の交通事故における受傷部位・症状別の構成割合ランキング
　　　　（上位２０位）

子ども以外子ども

受　傷
部位数

構成
割合
（％）

部位・症状受　傷
部位数

構成
割合
（％）

部位・症状

８６，８４３１７．９下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼２２，５７９２１．０頭顔部／打撲・挫傷
６７，００３１３．８上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼２０，０５９１８．６下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼
６０，３９９１２．４頭顔部／打撲・挫傷１０，８４２１０．１上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼
５１，６１８１０．６頸部／打撲・挫傷・捻挫６，５３７６．１下肢／創・神経損傷
４５，８５８９．４腰背部／打撲・挫傷・捻挫５，８９６５．５頭顔部／創
２３，２０５４．８下肢／皮下骨折５，５４１５．１下肢／皮下骨折
２０，３９０４．２胸部／打撲・挫傷・捻挫５，３００４．９頸部／打撲・挫傷・捻挫
１７，４３８３．６下肢／創・神経損傷４，７３２４．４腰背部／打撲・挫傷・捻挫
１６，６０５３．４頭顔部／創４，７１６４．４腹部／打撲・挫傷
１５，４６４３．２上肢／創・神経損傷３，８３２３．６胸部／打撲・挫傷・捻挫
１４，６５０３．０上肢／皮下骨折３，７６０３．５上肢／皮下骨折
１３，４６２２．８腹部／打撲・挫傷３，５２６３．３上肢／創・神経損傷
１１，１７１２．３胸部／肋骨骨折２，６２２２．４頭顔部／顔面骨骨折
８，７７１１．８全身／打撲・創２，４４９２．３全身／打撲・創
６，７８５１．４頭顔部／顔面骨骨折１，６７２１．６頭顔部／頭蓋骨骨折
６，０５９１．２腹部／骨盤骨折１，０８６１．０下肢／開放骨折
４，１７４０．９腰背部／腰椎骨折４９１０．５腰背部／創
３，８５７０．８頭顔部／頭蓋骨骨折４２２０．４腹部／骨盤骨折
２，６０９０．５下肢／開放骨折２７８０．３胸部／肋骨骨折
２，４０５０．５その他３８５０．４その他

出典）参考文献１）。

（人）Table 5　死亡・後遺障害・傷害別の被害者数とその構成割合

合　　計傷　　害後遺障害死　　亡
　　８６，９８０（１００．０％）　　７６，７４７（８８．２％）　６，３５１（７．３％）３，８８２（４．５％）高 齢 者
　９８１，８１５（１００．０％）　９４５，３３４（９６．３％）３０，５１４（３．１％）５，９６７（０．６％）高齢者以外
１，０６８，７９５（１００．０％）１，０２２，０８１（９５．６％）３６，８６５（３．４％）９，８４９（０．９％）合 計

出典）参考文献１）。
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Fig.6　高齢者の受傷部位



で頭顔部の１８．８％、上肢の１７．１％となっている。胸

部は、その構成割合そのものは１０．１％とそれほど高

くないものの、高齢者以外の年齢層との比較では最

もその差が大きく、高齢者以外の年齢層の５．５％に

対し約２倍になっている。一方、高齢者以外の年齢

層で高齢者より構成割合が高い受傷部位は、２９．８％

と突出している頸部、次いで１２．４％の腰背部となっ

ている（Fig.6）。

　③死亡・後遺障害・傷害別に受傷部位数の構成割

合を見てみると、高齢者の被害者は死亡では頭顔部

の構成割合が３２．０％、後遺障害・傷害では下肢の構

成割合がそれぞれ２７．３％、２０．０％と最大であり、他

の年齢層に比較し、全般的に下肢や上肢の構成割合

が高くなっている。一方その他の年齢層では、死亡

では頭顔部（３３．０％）の、後遺障害も同様に頭顔部

（２４．９％）の、傷害では頸部（３０．５％）の構成割合が

最大となっており、死亡以外では、高齢者とは異な

った傾向を見せている（Fig.7）。

　④受傷部位とその症状の組合せに関しては、高齢

者、その他の年齢層とも頸部／打撲・挫傷・捻挫の

組合せが最も多くなっている。もっとも、頸部／打

撲・挫傷・捻挫の構成割合を見ると、高齢者は１５．５％

とその他の年齢層の構成割合である２９．４％の半分ほ

どに過ぎず、受傷部位と症状の組合せの数は、他の

年齢層ほど頸部／打撲・挫傷・捻挫の組合せに集中

してはおらず、全般的に分散していることがわかる。

高齢者では次いで頭顔部／打撲・挫傷の組合せが

１３．５％となっており、他に下肢や胸部、上肢の骨折

が多いなどの特徴が見られる（Table 6）。

　⑤骨折の状況を見ると、高齢者の特徴としては特

に胸部／肋骨骨折、腹部／骨盤骨折や下肢／皮下骨

折の組合せの割合が高齢者以外の年齢層と比較し高

いことが挙げられる。一方、その他の年齢層では特

に頭顔部／顔面骨骨折の組合せの割合が高くなって

いる（Table 7）。

　⑥被害者１人当たりの平均受傷部位数は、高齢者

が２．３箇所、高齢者以外の年齢層は２．０箇所であり、

高齢者以外の年齢層と比較して高齢者は損傷箇所が

多くなる傾向にある（Fig.8）。

　４－２　高齢者の受傷状況に関する検討

　上記に見られるように、被害者が高齢者の場合、

子どもの場合とは反対に、死亡・後遺障害に至るケ

ースは他の年齢層に比較し多く重大な損傷を受けや

すく、また損傷箇所に関しても他の年齢層に比べ多

くなる、などの特徴が見られる。これらの特徴は、

子どもとは正反対の傾向を示していることからも、

老化による各種身体機能の低下などの身体特性が、

その受傷にかなりの影響を与えているものと推察さ

れる。また受傷部位別では、他の年齢層と比較し高

齢者においては、頭顔部、胸部、下肢の場合が多い

などの特徴が見られる。

　この受傷特性に関し、「事故類型」の点から検討

した結果を以下に示す。

　①事故類型ごとに見た場合、その構成割合の点で

高齢者はそれぞれの事故類型で特に下肢、頭顔部、

上肢の割合が高くなっている。胸部は構成割合とし

ては総計では１０．１％と少ないが、その他の年齢層の

胸部の構成割合と比較すると全ての事故類型で高く、

高齢者の特徴の一つとなっている。全体的には、高

齢者以外の年齢層との比較に際して、子どもの場合

国際交通安全学会誌　Ｖｏｌ．２５，Ｎｏ．２ 平成１２年１月（　）１４

山本信晴９８
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ほど大きな差は現れていない

（Fig.9）。

　一方、受傷部位ごとの事故

類型の構成割合では、高齢者

は子どもの場合と同じ理由か

ら全体的に「人対車両」の割

合が高く、子どもの傾向にか

なり近似している。合計でも、

「人対車両」は５０．２％と過半数

を占めていることから、高齢

者の事故の半数は歩行中の事

故であることが改めて確認で

きる（Fig.10）。

　②頭顔部の受傷に関しては、

高齢者は「人対車両」の事故類

型が頭顔部受傷数全体の

５６．４％とその半分以上を占め

ている（Fig.10）。

　なお、事故類型ごとに受傷

部位数の構成割合を見てみる

と、高齢者における頭顔部の

構成割合が最大の事故類型は

「人対車両（２１．１％）」である

が、一方、他の年齢層では「車

両単独事故」が、頭顔部の構

成割合が２５．６％と他の事故類

型と比較して最大となってる

（Fig.9）。

　③胸部の受傷については、

高齢者の場合、「正面衝突」

で１６．１％、「車両単独事故」で

１４．３％、「側面衝突」で１３．９

％等、高齢者以外の年齢層と

比較し、全ての事故類型で胸

部の構成割合が高くなってお

り、高齢者の特徴となってい

る（子どもの場合、子ども以

外の年齢層と比較して胸部は

低くなっていることからも、この受傷傾向は加齢に

関係があると思われる）（Fig.9）。

　④下肢の受傷に関しては、高齢者において下肢へ

の受傷が最も多い事故類型は「人対車両」であり、

その構成割合は６０．１％となっている。この傾向は子

どもの下肢受傷と相似しており、ともに「人対車両」

の事故そのものが多いことが多分に影響しているも

のと思われる（Fig.10）。

　また、事故類型ごとの下肢の構成割合においても、

高齢者についてその最大の事故類型は「人対車両」

である（Fig.9）。

　⑤高齢者においては、頸部以外の受傷部位は全て

「人対車両」が突出して多いことから、子どもの場合

と同様に「人対車両」の受傷を抽出し、その受傷部

Ｊａｎ.，２０００ＩＡＴＳＳ　Ｒｅｖｉｅｗ　Ｖｏｌ．２５，Ｎｏ．２ （　）１５

損害保険データに基づく子どもと高齢者の交通事故損傷に関するマクロ分析 ９９

Table 6　受傷部位・症状別の構成割合ランキング（上位２０位）

高齢者以外高齢者

受　傷
部位数

構成
割合
（％）

部位・症状受　傷
部位数

構成
割合
（％）

部位・症状

６４５，３６６２９．４頸部／打撲・挫傷・捻挫３２，４７１１５．５頸部／打撲・挫傷・捻挫
２６６，６９８１２．２下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼２８，１７３１３．５頭顔部／打撲・挫傷
２５７，３１８１１．７腰背部／打撲・挫傷・捻挫２２，５７６１０．８下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼
２４５，５７０１１．２上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼２０，６３１９．９上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼
２４２，１３３１１．０頭顔部／打撲・挫傷１８，５８０８．９腰背部／打撲・挫傷・捻挫
８９，１９４４．１胸部／打撲・挫傷・捻挫１２，１４８５．８下肢／皮下骨折
６２，３４４２．８下肢／創・神経損傷１１，６０８５．６胸部／打撲・挫傷・捻挫
５７，０２９２．６頭顔部／創８，８０６４．２胸部／肋骨骨折
４９，７６７２．３腹部／打撲・挫傷８，３２８４．０上肢／皮下骨折
４６，０４４２．１下肢／皮下骨折７，２４８３．５頭顔部／創
４３，９９４２．０上肢／創・神経損傷６，３０６３．０上肢／創・神経損傷
４２，３１７１．９上肢／皮下骨折５，８０８２．８下肢／創・神経損傷
２８，９２５１．３胸部／肋骨骨折５，７３９２．７腹部／打撲・挫傷
２７，２８０１．２全身／打撲・創３，８５９１．８全身／打撲・創
２２，５００１．０頭顔部／顔面骨骨折３，３６４１．６腹部／骨盤骨折
８，５９７０．４腹部／骨盤骨折１，９９３１．０腰背部／腰椎骨折
８，０６１０．４下肢／開放骨折１，８７００．９頭顔部／顔面骨骨折
７，７０９０．４腰背部／腰椎骨折１，７６３０．８頭顔部／頭蓋骨骨折
７，１０６０．３頭顔部／頭蓋骨骨折１，７１５０．８下肢／開放骨折
８，８９００．４その他１，７８８０．９その他

出典）参考文献１）。
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Fig.8　被害者１人当たり平均受傷部位数



位と症状の組合せの特徴を見てみることにする。高

齢者は頭顔部／打撲・挫傷が１４．９％と最も多く、

次いで１２．４％の下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼、１０．１

％の上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼と並び、ここま

では子どもと同じ傾向にあるが、四番目に８．９％で

腰背部／打撲・挫傷・捻挫が位置する点で異なって

いる。その他の年齢層では下肢／打撲・挫傷・捻挫

・脱臼が１９．２％で最も多いが、「高齢者以外」には

子どもも含まれていることから、その影響を受け二

番目に１３．８％の頭顔部／打撲・挫傷が位置している

国際交通安全学会誌　Ｖｏｌ．２５，Ｎｏ．２ 平成１２年１月（　）１６

山本信晴１００

出典）参考文献１）。
Fig.9　事故類型別にみた受傷部位

人対車両�正面衝突�側面衝突�出合頭�
衝突�

接触�

車両相互事故�

追突� その他�車両単独�
事故�

踏切�
不明�

総計�

構
成
割
合
（
％
）

�

0

20

40

60

80

100

　頭顔部�

　腹部�

　頸部�

　上肢�

　腰背部�

　下肢�

　�

　その他・不明�

　胸部�

　全身�

〈高齢者〉�

〈高齢者以外〉�

人対車両�正面衝突�側面衝突�出合頭�
衝突�

接触�

車両相互事故�

追突� その他�車両単独�
事故�

踏切�
不明�

総計�

構
成
割
合
（
％
）

�

0

20

40

60

80

100

1.1
2.4

24.2

18.2

5.6

9.1

11.0

7.3

21.1

0.8
2.3

19.3

14.8

4.4

16.1

6.1

18.2

18.0

0.9
1.3

18.9

18.1

4.1

13.9

8.9

16.4

17.3

0.9
1.7

19.6

17.7

4.0

13.4

8.5

15.5

18.6

0.7
1.7

22.0

24.8

3.2

10.7

8.7

12.6

15.6

0.6
0.5
6.5
7.9
1.2
5.3

14.1

51.3

12.6

0.9
1.3

20.5

21.6

3.5

11.6

8.8

15.8

16.1

0.9
1.7

15.8

18.0

4.0

14.3

10.7

13.8

20.9

0.0
0.0
10.5

12.1

3.5

18.6

23.8

18.6

13.0

1.0
1.9

20.2

17.1

4.4

10.1

10.5

16.1

18.8

0.5
1.8

28.2

19.8

4.0
5.5

9.5

10.4

20.2

0.5
1.8

19.2

14.9

3.7

9.6

8.7

22.9

18.7

0.5
1.3

20.0

18.5

3.5
6.7

10.8

23.5

15.3

0.5
1.3

18.5

16.6

3.0

7.2

10.7

24.8

17.3

0.8
1.2

23.7

22.6

2.4
4.9

10.9

23.1

10.6

0.8
0.7
5.2
7.2
1.0
2.8

17.8

55.7

8.9

0.4
1.3

21.1

19.2

3.3
6.4

11.2

23.0

14.0

0.8
1.9

15.0

16.1

4.3

9.3

9.6

17.4

25.6

1.3
1.9

14.6

18.0

5.0
0.8
9.1

29.0

20.2

0.6
1.3

17.5

15.2

2.7
5.5

12.4

29.8

15.1



（Table 8）。

　４－３　まとめ

　上記４－１および４－２より、高齢者が被害者と

なる場合、その半数は歩行中であること、傷害の特

徴としては頭顔部、胸部、下肢への受傷が多く、重

大な結果となりやすいこと、等が確認できる。した

がって高齢者に対し交通安全対策を立案、実行する

にあたっては、子どもと同様に他の年齢層に比較し

Ｊａｎ.，２０００ＩＡＴＳＳ　Ｒｅｖｉｅｗ　Ｖｏｌ．２５，Ｎｏ．２ （　）１７

損害保険データに基づく子どもと高齢者の交通事故損傷に関するマクロ分析 １０１

出典）参考文献１）。
Fig.10　受傷部位別にみた事故類型

頭顔部� 頸部� 腰背部� 胸部� 腹部� 上肢� 下肢� 全身� その他�
不明�

合計�

頭顔部� 頸部� 腰背部� 胸部� 腹部� 上肢� 下肢� 全身� その他�
不明�

合計�

構
成
割
合
（
％
）

�

0

20

40

60

80

100

構
成
割
合
（
％
）

�

0

20

40

60

80

100

〈高齢者〉�

〈高齢者以外〉�

0.0
2.4
5.5

8.8

3.0

16.4

3.6
3.9

56.4

0.0
1.8
6.3

41.6

2.9

15.9

4.0
4.6

22.8

0.0
2.2
5.3

17.6

3.1

13.4

3.4
2.4

52.7

0.0
3.0

7.3

6.9

3.9

21.9

5.4

6.5

45.1

0.0
1.9
5.0
3.6
2.6

14.9

3.7
4.1

64.0

0.0
2.2

8.1

6.1

5.3

17.1

4.2
3.6

53.4

0.0
1.7
6.5

4.2
4.0

16.0

3.7
3.9

60.1

0.0
1.9
3.5
4.6
3.4

15.3

2.8
5.1

63.4

0.0
2.0
5.7

8.7

2.6

15.4

3.8
3.2

58.7

0.0
2.1
6.4

13.1

3.7

16.5

4.0
4.1

50.2

0.0
2.8

8.5

16.7

3.1

24.0

7.7

7.1

29.9

0.0
1.0
7.1

52.9

3.5

17.3

6.0

4.4

7.8

0.0
1.3
8.3

40.7

3.9

18.1

6.6

4.1

17.1

0.0
2.8

10.7

14.3

3.9

27.0

9.1

10.0

22.3

0.0
2.6

11.2

9.8

3.8

22.5

9.8

7.8

32.4

0.0
1.8

11.6

13.3

6.6

22.8

9.3

5.6

29.0

0.0
1.4

11.1

8.3

6.0

22.1

8.7

6.3

36.0

0.0
2.5

9.4

14.7

4.1

21.4

7.8

8.0

32.1

0.0
2.2
6.5

38.5

5.9

18.8

5.8

5.3

17.1

0.0
1.7
9.2

28.3

4.5

20.8

7.6

5.7

22.3

　人対車両�
車両相互事故�
　車両単独事故�

�
　正面衝突�
　踏切・不明�

�
　側面衝突�

�
　出合頭衝突�

�
　接触�

�
　追突�

�
　その他�



車両乗車の機会が少ないこと、およびその身体特性

を十分に考慮した上で、特に歩行中および重大事故

の防止・軽減に取り組むべきであると言える。

　５．おわりに

　本研究において示されたように、子ども、高齢者

とも交通事故における受傷の状況には、その身体特

性や行動態様に基づく一定の特徴があることが認め

られる。今後の各種交通安全対策に関しても、そう

した年齢による受傷状況の相違の実態を十分把握、

検討した上での更なる効果的な取組みが必要である

と思われる。
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Table 7　骨折の状況
（％）
総計傷害後遺障害死亡受傷部位・症状
４．１２．５４．１１８．５頭顔部／頭蓋骨骨折

高　

齢　

者

４．３４．７４．６１．０　　　／顔面骨骨折
２．６１．９３．９５．３頸部／頸椎骨折・脱臼
２．３２．３２．７０．８腰背部／胸椎骨折
４．６４．９４．８２．２　　　／腰椎骨折
２０．５２３．３９．３１７．２胸部／肋骨骨折
１．４１．６０．６１．１　　／胸骨骨折
７．８６．９７．６１６．７腹部／骨盤骨折
１９．３２０．１１９．５１２．２上肢／皮下骨折
０．９０．７１．７１．２　　／開放骨折
２８．２２８．１３３．８１８．６下肢／皮下骨折
４．０３．１７．４５．２　　／開放骨折
３．９３．２３．７２３．３頭顔部／頭蓋骨骨折

高
齢
者
以
外

１２．３１２．２１４．７２．５　　　／顔面骨骨折
３．２２．９４．３８．３頸部／頸椎骨折・脱臼
１．３１．２１．９２．１腰背部／胸椎骨折
４．２４．１５．７０．０　　　／腰椎骨折
１５．７１７．０８．５１６．２胸部／肋骨骨折
１．２１．３０．８０．６　　／胸骨骨折
４．７４．２５．２１４．３腹部／骨盤骨折
２３．０２４．２１９．２９．１上肢／皮下骨折
０．９０．８２．００．７　　／開放骨折
２５．１２５．１２６．１１８．１下肢／皮下骨折
４．４３．８７．９４．８　　／開放骨折

注）高齢者の場合の構成割合が、それ以外と比べて２ポイント以上
高い部分に網かけを行った。

出典）参考文献１）。

Table 8　人対車両の交通事故における受傷部位・症状別の
　　　　  構成割合ランキング（上位２０位）

高齢者以外高齢者

受　傷
部位数

構成
割合
（％）

部位・症状受　傷
部位数

構成
割合
（％）

部位・症状

９３，８９１１９．２下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼１５，６１４１４．９頭顔部／打撲・挫傷
６７，３６４１３．８頭顔部／打撲・挫傷１３，０１１１２．４下肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼
６７，２２４１３．８上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼１０，６２０１０．１上肢／打撲・挫傷・捻挫・脱臼
４９，７２４１０．２頸部／打撲・挫傷・捻挫９，３４７８．９腰背部／打撲・挫傷・捻挫
４１，２４３８．５腰背部／打撲・挫傷・捻挫８，７２４８．３下肢／皮下骨折
２１，１３３４．３下肢／創・神経損傷７，１９４６．９頸部／打撲・挫傷・捻挫
２０，０２２４．１下肢／皮下骨折５，０５３４．８胸部／打撲・挫傷・捻挫
１９，１６９３．９胸部／打撲・挫傷・捻挫４，６４８４．４上肢／皮下骨折
１８，５４４３．８頭顔部／創４，２１４４．０胸部／肋骨骨折
１５，４１５３．２上肢／創・神経損傷３，９５８３．８頭顔部／創
１５，０５０３．１腹部／打撲・挫傷３，５７５３．４上肢／創・神経損傷
１３，７６２２．８上肢／皮下骨折３，１２９３．０腹部／打撲・挫傷
８，７６５１．８全身／打撲・創２，８４２２．７下肢／創・神経損傷
８，３１２１．７頭顔部／顔面骨骨折２，６９２２．６腹部／骨盤骨折
７，２３５１．５胸部／肋骨骨折２，４５５２．３全身／打撲・創
４，１４８０．９頭顔部／頭蓋骨骨折１，３８１１．３頭顔部／頭蓋骨骨折
３，７９００．８腹部／骨盤骨折１，３８０１．３腰背部／腰椎骨折
２，８７８０．６下肢／開放骨折１，０９５１．０頭顔部／顔面骨骨折
２，８４５０．６腰背部／腰椎骨折８１７０．８下肢／開放骨折
１，６８３０．３その他１，１０７１．１その他

出典）参考文献１）。


